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研究成果の概要（和文）： 
 近い将来Ｍ８クラスの巨大地震が発生すると予測される南海トラフ沿いの海域を対象に、高
い分解能の立体視画像を用いて地形解析を行ない、地震発生源となる活断層の位置・形状、連
続性を詳細に解明した。これをもとに活断層と歴史地震との対応関係を検討し、これまで連動
型・非連動型として概念的に把握されていたプレート境界型巨大地震像に対して、発生場所や
地震規模の予測精度向上に資する基本的な資料を整備した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We newly made detailed map of submarine active faults along the Nankai by interpretation of 3D 
images processed from multi-beam sonar data recently obtained by Japan Coast Guard. We correlated 
source areas of large historical earthquakes and location of these active faults, and presented more 
concrete idea and data for better assessment of location and size of future destructive earthquakes 
along the trough. 
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１．研究開始当初の背景 
 南海トラフ沿いで発生すると巨大地震は、
近い将来、日本の広い地域に大きな災害をも
たらすと予測される地震のひとつであり、政
府地震調査委員会によると、今後 30 年間の
発生確率は 50％以上に及ぶ。しかしながら、
この予測は、地震動や津波の記録などから南
海トラフに沿って設定された過去の地震の
破壊領域区分（石橋・佐竹：1998 など）に沿
って、「どの領域で」地震が発生するのかと

いう視点で行われており、トラフ沿いの海底
活断層分布についてはまったく配慮なされ
ていない。このような状況のもとで、研究代
表者及び分担者は、将来発生する地震の予測
精度向上のために、活断層の詳細な位置・形
状の研究の重要性を再認識し、国の内外で粘
り強く調査研究に取り組んできた。 
 南海トラフのトラフ斜面から陸棚にかけ
ての地形は、数条のほぼ並行する活断層によ
って限られたリッジや堆などの高まりと盆
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状や舟状の凹地が組み合わさる構造をなし
ており、研究代表者は、衝突プレート境界で
あるヒマラヤ前縁帯における活断層と地形
との関連と類似していることを、指摘してき
た。ヒマラヤ前縁帯では、主要構造線や地質
境界に沿って発達するほぼ数条の並行する
活断層が一括して活動するのではなく、固有
の活動歴をもって別個に活動し大地震を発
生させてきた。したがって、南海トラフ沿い
の活断層群もプレート境界のメガスラスト
が活動した際に海底に偶発的に派生したも
のではなく、それぞれの活断層が固有の活動
歴を持って繰り返し活動してきたものであ
ると考えることができる。このような考えに
立てば、当該海域の海底活断層の位置・形状
や活動特性を解明することは、より具体的で
詳細な地震発生予測を行ううえで極めて重
要である。 
 そこで、これまでの陸上活断層と海底活断
層の地形学的研究成果を踏まえ、それぞれの
分野の研究者が協力して、既存の貴重なデー
タを活用し、近い将来に発生すると予測され
ている東海・東南海の震源断層像の具体的解
明など、極めて社会的に意義の大きな問題に
ついて、新たな視点から研究に取り組み，具
体的な成果を挙げることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 南海トラフ沿いで発生する巨大地震は、近
い将来、日本の広い地域に大きな災害をもた
らすと予測される地震のひとつである。政府
地震調査委員会によると、今後 30 年間の発
生確率は、５０％以上に及ぶ。しかしながら、
この予測では「プレート境界のどこ」で地震
が発生するのかという視点で予測が行われ
ており、南海トラフ沿いの「どの活断層」が
地震を発生させるのかという視点が欠如し
ているため、「地震発生の場所と規模」を詳
細に予測することを困難にしており、具体的
な防災対策を計画する際の大きな課題とし
て残されているといえる。 
 本研究では、南海トラフ沿いの海底活断層
を対象に、 
（1）活断層変位地形を詳細に調査・計測し、
（2）主要活断層の幾何学的な形状、 
（3）断層沿いの変位量分布特性、 
（4）活動性など 
を具体的に明らかにし、地震防災の基礎資料
として提供しようとするものである。これに
よって、活断層の位置・形状および変位量分
布を基に活断層の破壊開始点や破壊範囲を
推定し、将来発生する地震の震源域やその規
模に関する予測精度を向上させ、この海域で
次に発生する地震災害の軽減に寄与すると
期待される。 
 
３．研究の方法 

（1）近年，海上保安庁によってマルチナロ
ービーム測深機で得られた南海トラフ沿い
の詳細な測深データから３Ｄ立体視可能な
デジタル画像を整備し、海域全体の活断層お
よびそれに関連する変位地形の概要を明ら
かにする。 
（2）海底面の変位・変形によって形成され
た断層変位地形などの変動地形を、立体視に
よって詳細に判読し、海底活断層の位置・形
状を解明する。 
（3）活断層の幾何学的な形状に基いて、活
断層の破壊開始点や一括して活動する範囲
を設定する。 
（4）活断層に沿う変位の累積状況などから
活断層の地下のアスペリティの分布特性に
ついての資料を整備する。 
（5）活断層の最新活動時期を海底面の変位
の新鮮さ、変位量、変位量などをもとに、南
海トラフ沿いの歴史地震との関連を検討す
る。 
（6）これによって、将来発生する地震の震
源域や規模の予測精度を向上させ、地震防災
の基礎資料として提供する。 
 
４．研究成果 
 本研究では海上保安庁が取得した詳細測
深データから作成した従来とは比較になら
ない高い分解能の地形画像を用いて解析を
行ない、トラフのほぼ全域の活断層の詳細な
分布を明らかにし、その連続性や独立性につ
いても議論が十分可能となるデータとして
整備した。また、長大な横ずれ断層の発見な
ど数多くの新知見を得た。この結果、巨大地
震と関連すると考えられる主要断層の中に
は、上述の破壊領域区分を超えて連続するも
のや領域内で連続が途絶えるも少なからず
認められ、これまでの推定破壊領域に依存し
た地震発生予測の再検討が不可欠となった。
主たる成果は以下の通りである。 
（1）南海トラフ沿いの広域的な活断層図を
作成し、これらの特徴について検討した。 
（2）南海トラフ陸側斜面や基部に発達する
outer ridge と呼ばれる幅数 km、長さ数 10km
の尾根状地形は、その基部の逆断層によって
形成された背斜構造を持つものであるが、浸
食が進み、その上部にはケスタ状の組織地形
が発達する。これは、堆積作用が卓越すると
考えられている深海底でも、大地震による強
震動によって不安定化した斜面では削剥作
用が卓越することを示す新たな発見である。 
（3）上記のような組織地形は、分岐断層に
よって形成された考えられる outer ridge の
方が前縁隆起帯より顕著であり、前縁断層よ
り分岐断層の方が古い可能性が大きいこと
が明らかになった。 
（4）四国沖から紀伊水道沖にかけては長大
な右横ずれ活断層が複数発達し、南海トラフ



 

 

に沿って斜めに沈むフィリピン海プレート
の運動によって、前縁帯における逆断層運動
とともにスリップ・パーティショニングを起
こしている可能性が高いことが分かった。 
 近年、熊野トラフから南海トラフに至る地
域の大規模な構造調査結果から深海平坦面
にあたる熊野トラフの外孤隆起帯（outer 
ridge（茂木：1977））の基部に出現する分岐
断層が 1944 年東南海地震の震源断層である
との説（木村・木下：2009 ほか）が有力視さ
れてきつつあるが、この断層は潮岬海底谷を
挟んで東西に連続し、潮岬沖に設定された破
壊領域境界とは無関係である。一方、1946 年
南海地震の震源断層は潮岬の東方沖から足
摺岬沖に破壊領域を持つと想定されている
が、これも分岐断層の位置・形状とは対応し
ない。新たに認定された活断層の中で 1944
年地震に対応すると推定される活断層は、熊
野トラフ底を横切って延びる逆断層で、東海
沖活断層研究会（1999）の遠州断層系の南部
にあたり、新鮮な活断層変位地形が認められ
る活動的な断層である。また、1946 年地震に
対応する活断層は、太地沖から潮岬海底谷を
横切り土佐バエ南縁の急崖の基部を通り、足
摺岬南東に達する逆断層であり、徳山ほか
（2001）の遠州断層系南部－南海 OST 断層系
－土佐断層系にまたがって連なっている。二
つの地震の震源断層の境界は新宮沖にあり、
地震に伴う地殻変動や津波発生を説明する
のに矛盾はない。 
 安政東南海地震や安政南海地震の震源断
層と関連する活断層としては、それぞれ潮岬
南東から室戸岬沖に連なる南海 OST 断層系
と東海沖にある東海断層系があげられる。ま
た宝永地震は、長大な南海前縁断層系が震源
断層と考えることとができる。 
 これら本研究によって得られた成果は、政
府地震調査研究推進本部（2001）の示す、次
の大地震の発生予測範囲の見解（南海トラ
フ・駿河トラフの領域 X:足摺岬沖～潮岬沖
(A+B)、領域 Y:潮岬沖～浜名湖沖(C+D)、領域
Z:浜名湖沖～駿河湾(E)の３つに分け、それぞ
れ南海地震、東南海地震、想定東海地震に対
応するという見解）とは必ずしも対応してい
ない。巨大地震と関連すると考えられる主要
活断層の中には、上述の破壊領域区分を超え
て連続するものや領域内で連続が途絶える
も少なからず認められ、これまでの推定破壊
領域に依存した地震発生予測の再検討が不
可欠であることが明らかになった。 
 また、積丹半島沖や佐渡海盆東縁に発達す
る沿岸活断層などについても、陸域の海岸段
丘との関連などから、地震発生予測に関する
新たな見解を提示した。 
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